
122010.12.15 � 広報あらお

感染症 （風邪やインフルエンザなど）に気をつけて！

問保健センター☎ 63-1133

健 康 っ て 気 持 ち い い ！ v o l .9
S e r i e s  f o r  H e a l t h y  L i f e
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Q.

A.

もんだい

こたえ

手洗いは、インフルエンザの予防に役立つ。

○・×
インフルエンザの感染経路には、接触感染があります。ウィルスのつ

いた手で、目や鼻などの粘膜に触ることで感染します。
そのため、手洗いなどにより手に付いているウィルスを落とすことは、

インフルエンザの予防に効果的です。

○

〈寒くなると感染症が増える理由〉
●ウィルスは低温・低湿度を好むため、冬になると感
染力を強めます。冬場に、風邪を始めとするウィルス
感染が増えるのは、外気が寒く乾燥するためです。

●寒くなり体温が下がると、免疫力は低下します。ま
た、乾燥に加え夏に比べて水分を積極的に摂取しなく
なるため、体内の水分量も少なくなりがち。

乾燥によって本来ウィルスの侵入を防いでいる喉や
鼻の粘膜が傷みやすくなり、感染を起こしやすくなり
ます。

〈感染症の予防方法〉
●手洗い・うがい

石けんと流水で念入りに洗い、清潔なタオ
ルでよく拭きとるようにしましょう。また、
うがいをして口やのどから入ってくる菌を防
ぎましょう。
●マスクの着用

周りの人にうつさないように、またうつら
ないようにマスクをしましょう。

●栄養と休養
日ごろから栄養バランスのとれた食事をと

り、体力を維持することが大切です。疲れがた
まると免疫力がおちます。十分な睡眠をとり、
免疫力を高めておきましょう。
●保温・保湿

衣服や室温・湿度の調節をしましょう。屋外で
はマスクをしてのどを保湿するのも効果的です。

女性特有のがん検診（クーポン券による子宮頸がん・乳がん検診）実
施中です。対象の人は、予約と受診はお早めにお願いします。
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荒 尾 市 民 病 院
からのお知らせ

市 民 を 愛 す る
市 民 に 愛 さ れ る  病 院 へ

荒尾市民病院　糖尿病療養チームの活動

循環器内科  講習会	 テーマ「救命手当」
突然、目の前で人が倒れてしまったら…あなたならどうしますか？いざという

時に備えて、一緒に救命手当について学んでみませんか。
今回は【知識編】として講座を開催します。
●講師　岩川美子　看護師　 ●日時　12 月 24 日（水）午後３時～４時
●場所　地域医療研修センター（ 南病棟４階）    問  ☎ 63-1115（内）511 

荒尾市民病院

随時看護師募集中

詳しくは荒尾市民病院

ホームページをご覧ください

き
ま
す
。（
詳
し
く
は
１
日
号
の
広
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

荒
尾
市
民
病
院
は
、
日
本
糖
尿
病
学
会

が
認
定
す
る
教
育
施
設
の
指
定
を
受

け
、
多
職
種
か
ら
成
る
チ
ー
ム
方
式
で
療

養
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

ス
タ
ッ
フ
は
、
専
任
医
師
２
人
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
臨
床
検
査

技
師
、
理
学
療
法
士
で
構
成
さ
れ
、
入
院

に
よ
る
糖
尿
病
教
育
の
ほ
か
、
外
来
で
の

フ
ッ
ト
ケ
ア
、
栄
養
指
導
、
イ
ン
ス
リ
ン

導
入
、
お
よ
び
糖
尿
病
患
者
会
の
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　【
外
来
糖
尿
病
教
室
（
瑞
鳳
会
）】

平
成
５
年
か
ら
発
足
し
た
県
内
で
も
歴

史
あ
る
患
者
会
で
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
開
催
日
時
は
毎
月
第
２
金
曜
、

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分
（
２
月
、
８

月
は
休
み
）
で
す
。

糖
尿
病
の
基
礎
知
識
か
ら
最
新
の
話
題

ま
で
幅
広
く
提
供
し
て
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

　【
糖
尿
病
教
育
入
院
】

糖
尿
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
自
己

管
理
の
方
法
を
学
び
、
的
確
な
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、
教

育
入
院
を
行
っ
て
い
ま
す
。

右
表
の
内
容
の
講
義
と
質
疑
応
答
、
ま

た
糖
尿
病
関
連
検
査
と
そ
の
説
明
や
、
病

棟
で
の
個
別
指
導
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

12
日
間
の
標
準
コ
ー
ス
と
、
２
泊
３
日
の

合
併
症
検
査
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
代
謝
・
内
分
泌
内
科
外
来
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
外
来
イ
ン
ス
リ
ン
導
入 
】

２
型
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
で
内
服
薬
（
経

口
血
糖
降
下
薬
）
を
服
用
し
て
も
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
な
場
合
、
内
服
薬
に

加
え
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
１
日
１
～

２
回
併
用
す
る
、
Ｂ
Ｏ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
形

式
の
イ
ン
ス
リ
ン
導
入
を
外
来
で
行
っ
て

い
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
手
技
指
導
に
あ

た
っ
て
は
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
資
格

を
有
す
る
薬
剤
師
が
、
練
習
用
の
注
射
器

を
使
っ
て
、
注
射
の
仕
方
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　【
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来 

】

糖
尿
病
足
病
変
の
発
症
、
進
行
防
止
、

お
よ
び
再
発
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
ト
ケ
ア

実
践
・
指
導
を
目
的
に
、
平
成
20
年
11
月

か
ら
専
門
外
来
を
開
設
し
ま
し
た
。
対
象

は
、
水
虫
、
巻
き
爪
、
ひ
び
割
れ
な
ど
足

病
変
が
あ
り
ケ
ア
が
必
要
と
認
め
た
医
師

の
指
示
の
も
と
専
門
の
看
護
師
が
処
置
を

行
い
ま
す
。
現
在
、
毎
週
金
曜
日
午
前
８

時
40
分
か
ら
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　【
外
来
栄
養
指
導
】

管
理
栄
養
士
が
、
診
察
前
の
待
ち
時
間

な
ど
を
利
用
し
て
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

に
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で

の
食
事
の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
し
て
、
ま

ず
で
き
る
こ
と
か
ら
一
緒
に
改
善
目
標
を

決
め
、
少
し
ず
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い

く
、
実
行
で
き
る
栄
養
指
導
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

火曜日 水曜日 木曜日

1
週
目

医師
糖尿病総論・

合併症

看護師
低血糖

シックデイ
ルール

臨床検査技師
ヘモグロビン
A1c

管理栄養士
食事療法①

薬剤師
内服薬

2
週
目

医師
糖尿病治療

看護師
フットケア

薬剤師
インスリン

管理栄養士
食事療法②

理学療法士
運動療法

問荒尾市民病院☎ 63-1115


